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子
育
て
支
援通称「やまももルーム」

　心理的・情緒的な理由により登校できない
児童（高学年）・生徒とその保護者に対し、指
導・支援を行います。
　組織的かつ計画的に適応指導等を行うこと
で、学校への復帰・進路保障を図ることを目
的としています。
　平成28年５月に開所予定です。

不登校児童生徒
適応指導教室

乳幼児・子ども
医療費支給制度改正

　子育て家庭の経済的負担軽減のため、助成
の対象が拡大されます。平成28年10月１日
から、小学生の通院と中学生の入院費用も対
象になります。

改正内容
● 名称
「乳幼児・子ども医療証」→「子ども医療証」

● 自己負担額（平成28年10月から）

年齢区分 通院・入院 自己負担額
３歳未満 通院・入院 無料

３歳以上
小学校
入学前

通院 800円まで
（一病院・一月あたり）

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

小 学 生

通院 1,200円まで
（一病院・一月あたり）

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

中 学 生

通院 対象外

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

医療費支給制度改正

995
万円

1,200
万円

通称「須恵っ子サマーデイルーム」
　夏休み期間中に、留守家庭で日中保育でき
ない保護者に代わり、児童の保育を行うこと
を目的とした子育て支援事業です。町内の小
学校１年生から６年生の児童が対象です。

夏休み子どもの
居場所づくり事業
（シルバー人材センター委託事業）
居場所づくり事業

60万円

元気に登校する子どもたち
（この写真は内容とは関係ありません）

地域活性化センター1階
レクリエーションルームで実施予定

変更箇所を赤字で示しています
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須恵町
オープンイノベーション
戦略推進事業

行政評価制度実施

地域防災計画の
見直し

乳児家庭
全戸訪問事業

健 

康
ま
ち
づ
く
り　企業や大学が持つ技術やアイデアを組み合

わせて新しい価値を作り出すオープンイノ
ベーションの考え方を活用し、町内企業の「企
業力の底上げ支援」に取り組みます。
　町内企業が抱える諸問題解決のため、必要
な調査を行い、新たな事業・技術開発による
仕事の創出や、企業 PRによる雇用の確保を
支援します。

　町の政策の効果を把握・分析して評価を行
い、その結果を次の企画立案や実施に役立て
ることを基本とする制度です。
　平成 28年度から数年をかけ、職員の人材
育成事業を行うとともに、事務事業の整理・
見直し等を行います。

　地域防災計画は、災害対策基本法に基づき、
災害発生時の応急対策や復旧など、災害に係
る事務や業務について定めた計画です。
　須恵町では、平成１８年３月に策定しまし
たが、東日本大震災の発生により、災害対策
基本法が改正されたことから、地域防災計画
の見直しを行うものです。

　出生から生後４か月までの間に、保健師・
助産師が、すべての家庭を訪問しています。
　保護者が不安や悩みを気軽に相談できる場
として活用いただき、お子さんの発達・発育
を保護者と一緒に見守ります。
　また、訪問時に、予防接種や地域の情報な
ど、子育て支援に関する情報提供も行います。

POINT

委託料
24万円

行政評価制度実施
260
万円

1,080
万円

オープンイノベーション
5,220
万円

　認知症を予防する脳若トレーニングが、わく
わくデイサロン（介護予防教室）の新規メニュー
として始まります。
　最新機器の iPadを使って行う、楽しい認知
症予防トレーニングです。

脳
のうわか
若トレーニング

健
トレーニング

38万円

トレーニングを楽しむ高齢者

私たちが訪問します
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